
「
日
中
研
究
者
に
よ
る
東E
同
文
書
院
研
究
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
長

藤
田
佳
久

二
O
O
七
年
（
干
成
．
九
年
）
七
月
二
八
日
（
土
）
、

午
前
一
O
時
か
ら
午
後
五
時
に
か
け
て
、
愛
知
大
学
豊
僑
校
舎
記
念

会
館
三
階
小
講
堂
で
「
日
中
研
究
者
に
よ
る
東
亜
同
文
書
院
研
究
」の
テ
l

マ
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二

O
O
六
年
一
．
一
月
に
中
同
・
上
海
の
上
海
交
通
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、
史
実
に
基
づ
い
た
日
中
両

国
の
研
究
者
に
よ
る
書
院
研
究
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
べ
l

ス
に
し
て
い
る
。
そ
の
概
略
は
、
本
誌
前
号
に
掲
載
し
た
の
で
、
参

照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

上
海
交
通
大
学
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
従
来
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
が
濃
か
っ
た
り
、
主
義
の
講
演
的
発
表
が

多
か
っ
た
の
に
比
べ
、
歴
史
的
史
資
料
に
基
づ
い
て
相
互
に
研
究
し
、

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
成
果
を
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
苫
院
に
関
す
る
新
た
な
知
見
も
得
ら
れ
た
り
し
た
た
め
、

日
本
に
お
い
て
も
ぜ
ひ
再
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
、
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
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幸
い
に
も
、
今
回
の
中
国
側
グ
ル
ー
プ
の
ま
と
め
役
で
あ
る
葉
先
生
と
毛
先
生
は
こ
の
主
旨
を
快
諾
し
て
下
さ
り
、
再
現
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
両
先
生
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

と
は
い
え
、
完
全
な
再
現
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
側
で
は
二
人
の
研
究
者
が
体
調
不
良
で
来
日
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

リ
ー
ダ
ー
役
の
葉
先
生
に
お
二
人
の
分
も
あ
わ
せ
て
発
表
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
集
先
生
は
こ

ち
ら
の
お
願
い
を
心
よ
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、

そ
の
お
願
い
を
ふ
ま
え
た
形
で
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
日
本
側
で
も
変
更
が
あ
っ
た
。
上
海
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
日
本
側
の
発
表
者
は
馬
場
教
授
、
薄
井
出
さ
ん
、

に
筆
者
（
藤
田
）
の
三
人
で
あ
っ
た
が
う
ち
、
薄
井
さ
ん
は
移
住
さ
れ
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
愛
知
大
学
で
の

新
た
な
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
「
中
日
大
辞
典
」の
編
纂
に
深
く
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
今
泉
潤
太
郎
先
生
、
そ
れ
に
本
学
東

亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
で
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
の
若
手
研
究
者
で
あ
る
武
井
義
和
氏
に
、
日
本
に
お
け
る
東
亜
同
文

書
院
研
究
史
の
発
表
を
お
願
い
し
、
特
に
武
井
氏
に
は
中
国
側
の
東
亜
同
文
書
院
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
担
当
す
る
欧
七
斤
助

教
授
と
対
応
す
る
形
で
発
表
を
お
願
い
し
た
。

そ
し
て
、
全
体
の
コ
メ
ン
テ
l

タ
！
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
東
亜
同
文
書
院
研
究
を
中
国
側
と
同
様
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
象

と
し
て
き
た
従
来
の
諸
研
究
か
ら
脱
却
さ
せ
、
ま
さ
に
史
実
に
よ
る
新
た
な
視
点
で
再
評
価
し
つ
つ
研
究
を
す
す
め
て
こ
ら
れ

た
栗
田
尚
弥
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
た
。

当
日
は
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
記
念
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
の
加
納
准
教
授
の
司
会
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
、
愛
知
大
学
の

そ
れ
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で

こ

こ

で
は
省
略
し
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
具
体
的
な
発
表
内
容
は

あ
わ
せ
て
そ
れ
も

武
田
学
長
の
あ
い
さ
つ
、
次
い
で
、
今凶
の
日
中
間
の
升
院
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
推
進
し

た
信
山
会
の
星
理
事
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し

て
中
国
側
を
代
表
し
て
業
教

授
が
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
本
論
へ
す
す
ん
だ
。
第
一
と

第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
は
セ
ン

タ
l

長
の
筆
者
が
相
当
し
、
第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
は
楽
教
授
が
担
当
し
た
。

武川’y：長のあいさつ

会
場
と
な
っ
た
愛
知
大
学
記
念
会
館
三
階
の
小
講
堂
（
定
員
二
五
O
名
）
ふ
品
、

0
0
名
あ
ま
り
の
来
場
者
で
担
ま
り
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
や
大
阪
な
ど
全
国

各
地
か
ら
の
来
場
者
が
み
ら
れ
、
「
東
亜
同
文
苫
院
」に
対
す
る
近
年
の
急
激
な
関

心
の
高
・
ま
り
を
う
か
が
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

卜

人
の
発
点
内
容
の
う
ち
、
八
人
は
昨
年
の
上
海
交
通
大
学
で
の
発
表
と
は
地
本

的
に
同
じ
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
誌
前
号
に
簡
潔
な
が
ら
紹
介
し
た
の

「
愛
知
大
学
東
即
同
文
山
院
大

学
オ
ー

プ
ン

・
リ

サ
ー
チ

・
セ

ン
タ
ー
年
報
」
第
二
号
（二
O
O
七

年
度
版
）
に
収
録
主
れ
て
い
る
の
で
、

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
よ
う
な

中

で
な
お
補
足
す
れ
ば
、
ま
ず
、
来
教
授
は
、
欠
陥
附
さ
れ
た
中
国側研
究
省
の
二
人
分
の
内
特
を
カ
バ
ー
し
、

東
亜
同
文
書
院
が
上
海
交
通
大
学
と

隣
同
士
に
位
置
し
た

一
九
三
七
年
以
前
の
相
互
交
流
史

、

と
り
わ
け
学
生
達
の
政
治
的
グ
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ル
ー
プ
や
運
動
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
ま
で
を
紹
介
し

一
種
の
箇
月
時
代
が
存
夜
し
て
い
た
こ
と
を
中
国
側
に
残
る
諸
資

料
を
用
い
て
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
関
係
が
第
二
次
上
海
事
変
に
よ
る
中
国
兵
に
よ
る
書
院
校
舎
の
焼
失
に
よ
っ
て
、

書
院
が
疎
開
し
た
上
海
交
通
大
学
の
校
舎
を
借
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
崩
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
で
盛
助

教
授
が
上
海
交
通
大
学
側
か
ら
の
視
点
で
発
表
さ
れ
た
。
従
来
、
出
院
の
校
合
併
川
間
．
地
は
H
H院
側
か
ら
の
視
点
で
の
一
一
・
け
放

は
あ
っ
た
が
、
上
海
交
通
大
学
側
の
視
点
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
新
鮮
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
発
表
者
に
加
わ
っ
た
今
泉
潤
太
郎
先
生
は
、
芹
院
の
中
国
語
教
育
で
川
い
ら
れ
た
中
川
語
教
科
書
つ
車

話
草
編
』
が
、
中
国
人
教
員
の
手
も
加
え
ら
れ
た
実
践
的
内
容
と
し
て
優
れ
戦
後
、
愛
知
大
学
に
な
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く

の
問
は
使
用
さ
れ
た
こ
と
、
者
口
院
時
代
に
作
成
さ
れ
た
華
日
辞
典
作
成
用
の
カ
l

ド
一
四
万
枚
が
本
間
学
長
の
返
還
願
い
に

よ
っ
て
返
還
さ
れ
、
『
中
日
大
静
典
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
発
点
さ
れ
た
。

ま
た
武
井
義
和
氏
は
日
本
に
お
け
る
東
亜
同
文
書
院
研
究
史
を
時
期
別
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
、

一
九
八
0
年
代
ま
で
の
書
院

を
ス
パ
イ
学
校
視
す
る
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
研
究
が
一
九
九
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
史
実
に
基
づ
い
た
研
究
へ
と
脱
皮
し

て
い
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
の
こ
と
は
近
現
代
の
中
同
研
究
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
史
実
に
掠
づ
い
た
研
究
が
イ
デ
オ

ロ
ギ
l

優
先
の
時
代
の
中
で
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
、
書
院
研
究
の
側
面
か
ら
も
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
視
点
は

コ
メ
ン
テ

l

タ
l

の
架
問
先
生
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
、
H
H
H院の
実
体
を
ふ
ま
え
た
力
院
の
一
円
評
価

に
よ
る
書
院
研
究
の
一
内
編
成
の
必
要
性
を
、
設
立
主
旨
や
指
導
者
の
思
惣
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、一九
三
七
年
以
降
の
書
院

側
の
悩
み
な
ど
の
視
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
。

発
去
後
の
一
質
疑
で
は
、
今
後
の
日
中
研
究
者
の
書
院
研
究
へ
の
協
力
．
要
望
、
書
院
に
か
か
わ
る
近
衛
文
麿
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、 「日中研究丹による東亜｜司丈，If院研究」シンポジウム
,., u;>



そ
の
他
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

四
終
了
後
の

「
リ
ュ
ミ
エ
I

ル
」

に
ぎ
や
か
に
和
気
あ
い
あ
い
と

で
の
懇
親
会
（
無
料
）
に
は
多
く
の
出
席
者
が
参
加
さ
れ
、

し
た
雰
囲
気
の
中
で
す
す
め
ら
れ
た
。
途
中
で
豊
橋
市
飯
村
地
区
の
み
や
び
会
の
人
達
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演
奏
も
あ
り
、

場
を
盛
り
上
げ
た
。

翌
七
月
二
九
日
（
日
）

港
ー
蔵
王
山
頂
（
凶
原
）

は
、
快
晴
の
下
、
中
国
側
一
行
を
パ
ス
ツ
ア
ー
で
も
て
な
し
、
豊
橋
駅
か
ら
自
動
車
輸
出
入
の
三
河

町
で
和
食
を
夕
食
に
、
懇
親
を
深
め
た
。
特
に
ツ
ア
l

で
U

本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
の
喜
び
と
お
礼
が
伝
え
ら
れ

か
ら
の
三
河
港
や
大
平
野
の
眺
望
l
二
川
本
陣
資
料
館
l
豊
川
稲
荷
と
門
前
町
を
巡
り
、
豊
川
門
前

翌
七
月
一
二O
日
（
月
）

た
。
な
お
、
途
中
、
豊
橋
市
内
の
イ
卜
l

ヨ
I

カ
ド
l

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
ん
だ
。

は
一
白
山
会
が
招
待
し
て
、
雨
天
と
な
っ
た
が
、
名
古
屋
市
内
（
名
古
屋
城
、
熱
田
神
宮
）
と
明
治
村

を
訪
れ
、
名
古
屋
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
ん
だ
。
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